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実習スケジュールの例

1⽇⽬ 午前 ウニと実験器具の配達
午後 採卵と受精・卵割の実験観察

2⽇⽬ 午前 ふ化・胞胚の観察
午後 原腸胚の観察

3⽇⽬ プルテウス幼⽣の観察
（１ヶ⽉ほど飼育した材料を送付して）
幼⽣の成⻑と成体への変態・稚ウニの観察

＊⽇程のない場合は、胚や幼⽣を⼀緒に送付して、1⽇で観察を終わらせ
ることも可能。

ウニの発⽣実験



バフンウニ
雌１匹（紙タオル）
雄１匹（新聞紙）

未受精卵
精⼦

海⽔
採卵⽤器具

１⽇⽬ 採卵

ウニの⼝を外す
海⽔の⼊った試験管を⽤意

塩化カリウムの液を⼊れる
雌は卵を（右側）
雄は精⼦を（左側）放出

Zoomで実演される⽅法を⾒ながら、
⼀緒に採卵します。



Zoomを通しての説明通りに、未受精卵に精⼦を加え、
受精と卵割を観察
その後の発⽣を観察

2⽇⽬ フ化した胞胚、原腸胚の観察

3⽇⽬ 9:00- 10:30 プルテウス幼⽣の観察
送付された幼⽣と稚ウニの観察

成⻑した幼⽣

変態後の稚ウニ

１⽇⽬ 受精・卵割の観察



受精への影響
2⽇⽬ 9:00- 10:00 の時間に
各pHの海⽔に精⼦を希釈し、未受精卵を加え、
受精率を調べる。

胚発⽣への影響
1⽇⽬ 13:00- 17:00の時間に
受精卵を各pHの海⽔に加え発⽣させる。

3⽇⽬ 9:00- 10:30の時間に
各pHの海⽔で発⽣させた胚の形態を調べる。

海洋酸性化のウニの発⽣への影響

CO2により酸性化
した海⽔を送付
pH 7, 6.5, 6 と対照の⾃
然海⽔pH 8の４本を２
セット

ミニ遠⼼機で胚
を集めプレパ
ラートにする

pH 6.5
多くは受精しない

pH 6
まったく受精しない

pH 8
ほとんどが受精

pH 6.5
繊⽑で動くものは
あるが、形が異常

pH 6
卵割していない

pH 8
プルテウス幼⽣

pH 7
発⽣が遅れる
⾻格は？
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Mesocentrotus nudus
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NaCl 425 mM
MgCl2 27 mM
MgSO4 29 mM
CaCl2 10 mM
NaHCO3 2.4mM
KCl 50 mM (?610 mM)
MES 5mM  
pH 6.0 (?6pH 8.0)

Bracho et al. 1997
Biochem. Biophys. Res. 
com. 237, 59-62��3
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